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和歌山県

林業試験場だより
第69号（2009.1）

自然エネルギーを利用した木材乾燥
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　新年、明けましておめでとうございます。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　大きな夢と希望を塗めてカウントダウ

ンをし、迎えた２１世紀もはや２０年を

経過し、「十年一一昔」と言う慣用句を用い

れば、既に二昔を経過してしまったこと

になります。新しい漣を迎える度に「今

年こそ・・」と思い続けているのは私だ

けではないと思います。

　昨年は和歌山県新長期総合計画が策定

され、本試験場もこれに基づいた構想に

沿って試験研究課題を実行しております。

勿論、試験研究課題の選定には「和歌山

県農林水産技術会|践」で皆様から寄せら

れたニーズを基に推敲し、「林業技術開発

推進協議会」委員の皆様をはじめ、様心

な方のご指導ご協力の下、より円滑・効

率的に成果をI出せるよう職員一丸となり

取り組んでいます。

　しかしながら、森林・林業・木材産業

だけでなく、今や全世界の各種産業が大

きな危機に直面しています。局面の打|lg

に向け、グローバルな対応一対策が採ら

れつつありますが、一朝一タにはこの局

面は好転しそうにもありません。

　かつて。アメリカ合衆国の大統領だっ

たルーズベルトの言葉に、「今居る所で、

今持っている物で、あなたが出来る事を

しなさい｡」というのがあります。アメ1』

力合衆|ﾖが危機的状況に陥った時、国民

-‥･人･人の出慮ることは小さくとも。皆

の努力を積み重ねて国全体を押し上げよ

うという意気込みを消|的に表した名品‘だ

と思います。

　飽食の時代を経験した私達は、「無い物

は買えば良い」、「これが無けれぱできない」

といった安易な考えに陥りがちで、今有

る物を工夫して利用したり、代用l!il』で急

堀を凌ぐとい、た応用的な考え、そして

今自分が出来ることをやり抜くといった
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気迫が薄れがちであるような気がします。

　材価の低迷が続く現在、「山」は環境財

としての役割が強調されがちですが、木質

の生産を正しく行えば環境保全の役割も同

時に行う事になり、本来の森林の役割を全

う出来るという「山の本質」を私達は忘れ

かけていないでしょうか。「山」は産業と

環境・国土保全の２面を合わせ持った、r宝

の山」であることを再認識したいものです。

　そんな思いの中。昨年を一語で表す漢字

が「変」に決まったとの報道がありました。

思い起こせば重大な「変」が世界中に起き

ました。時代の移り変わりの中には時とし

てこうした大きな変化が必要なのかも知れ

ません。

　しかしながら、森林に目を移すと、広葉

樹（自然林）も針葉樹（人工林）もそれぞれの

持つ良さがあり、どちらも大切な資腿なの

ですが、その育成には非常に長い年月を必

要とすることから。長期的な計画の基に施

業をすることが大切で、一時的な状況判断

でその役割・育成を変化させてしまうのは、

後’|到こ「つけ」を回してしまうことになり

がちです。

　森林に係る試験研究という分野に携わっ

ている私達は常に将来像と現状の見旛めを

心がけ、継続性のある着実な歩と。自信を

持って説明できる成果を出し続けていく努

力が不可欠だと考えています。

　ふれ合いの心と弛み無い探求心、そして

今自分の出来ることをに実行する意志と行

i』力を皆が持てば、迎えている苦境を脱す

る日がより早く訪れるものと確信します。

　新年に当たり、職員･同より一一の努力

を重ねて参る決意を新たにしております。

　関係各位の従来に増したご指導・ご協力

をお願い申しﾋげますと共に。皆様のご健

康と益々のご活躍をお祈り申しhげます。
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　和歌山県にはツキノワグマが生息して

いますが､紀伊半島の地域個体群は絶滅の

おそれがあるとされ､1994年以降､法律に

より捕獲の禁|上による保護措置がとられ

てきました。

　クマが､スギやヒノキの樹皮を剥がす被

害を｢クマ剥ぎ｣といいます｡クマ剥ぎは春

～夏に発生するとされ､奈良県では5月に

樹皮を剥いで､樹皮の内側を食べていると

ころが確認されています(写真１)。

写真１｢クマ剥ぎ｣を行うツキノワグマ

　(写真提供:奈良県森林技術センター木南氏)

　和歌山県でもクマ剥ぎ被害は以涌から

ごく僅かに発生していたのですか､今回、

田辺市と目高川町で比較的大規模な被害

が確認されました｡このうち田辺市での調

査結果を紹介します。

　被害は田辺市龍神村の45年生の人工林

で発生し､枯れた木や､葉色の悪い衰弱し

た木も多数みられました(写真２)。

　　　写寞２被害状況(田辺市龍神村)

林内を調査したところ、多くのスギとヒ
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ノキが剥皮されていましたが､その大部分

はスギでみられました(写真３)｡剥皮のほ

とんどは斜面上側にみられ､そのうち幹の

周囲を環状に剥皮されてしまったものが枯

れていました｡被害は太い木に集中してみ

られ､また大いほど剥皮される面積が大き

い傾向もありました(表１、図１)。

写真３林内の状況

表１プロット調査結果
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図１胸高直径と剥皮面積

　前述の保譜措置によって､生息頭数が増

えてくると、このような被害も増えてくる

と思われます｡被害の発生している地域では、

枝打ちの枝条を幹の斜面上側に積んだり、

テープ･繩･トタンなどの資材を幹に巻くな

どの防除方法が用いられているようですが、

被害を長期間かつ礦実に予防する方法の開

発は今後の誤屈となっています。

　人身事故を防く'ためにも､【ｴjに入る際は

クマ鈴の携行が必要です｡(経営環境部法|廊
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～天然乾燥材の品質を向上させるために～

　住宅建築用製材に乾燥材が求められて

いる時代の中､和歌山県の製材業において

は県産材の素材生産量に対する乾燥材生

産割合がおよそ３分の１程度と依然とし

て低位にとどまっています｡この背景には、

乾燥材生産にあたって､乾燥機導入や燃料

費高説などコスト面で採算があわないこ

とや､生産規模から人工乾燥機か必要とさ

れないこと､高度な乾燥技術が必要となり

対応が難しい､などがあるものと考えられ、

乾燥材生産を拡大できない要因となって

います。

　したがって､県内の乾燥材生産を拡大す

るには､生産量の多くの割合を占める天然

乾燥材生産の効率化や､容易に乾燥材生産

に取り組めるように､燃料コスト等を抑制

したより安価で簡易な乾燥方法を考案･検

討し､乾燥材生産拡大の環境を整えること

が求められます｡このため､当林業試験場

では､平成20年度から５ヵ年間､｢自然エネ

ルギーを生かした木材乾燥技術の開発｣と

題して､天然乾燥における乾燥期間の短縮

と効率的で品質のよい乾燥材づくりをテ

ーマに､簡易な施設を利用した促進乾燥試

験に取り組んでいます。

　この施設には農業用ビニールハウスを

用いています｡熱源は自然エネルギー(太

陽熱)であるため､室内が加湿されて乾燥

が促進される効果とは別に､石油系燃料を

用いた場合とくらべた乾燥時の二酸化炭

素排出量削減についても期待されるとこ

ろです｡ハウス内の温湿度環境は､室外の

気温より温度が高くて湿度が低く、乾燥に

適した環境となっていますが､晴天時や曇

天時､または季節など様々な要因によって

大きく変動する室内環境をいかに制御し

ていくかか大きな課題と考えています｡こ

のようなことをふまえ､現場での活用に適

した手法について研究を進めています。

　　　　　　　　　　(木材利用部岸本)

自然ﾆEネルギーを生かした木材乾燥技術の開発
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山間地の休耕田対策には､山菜栽培が有利です
～「休耕田を活用したコゴミ省力栽培実証試験」のー考察～

・急増する耕作放棄地

　山村地域では、過疎化や高齢化が進み。休

耕IEHや遊休農地などの耕作放棄地が急増して

います。県全体の耕作放棄地の割合は12％で

あり、特に山間地の田畑が多い山村地域では

半数以上が放棄されている地域もあり事態は

深刻です。

　山間地の休耕田の特徴は、①日当たりが悪

く、日照時間が短い。②湿潤で気温が低く、

野菓栽培には不利な土

地が多い。③利便性が

悪く耕耘機が使えない

山間地の休耕田

ｊだ?ご?ﾂなどが挙げ

・休鯖田での山菜鐘培に着目

　休耕日ll対策として、各地で様４な作目の導

入が検討されています。例えば、大根、サツ

マイモ、大豆、小麦、一変、莱の花、ヒマワ

りなどの栽培も試みられていますが、本試験

堀では特Jlj林産物の山菜佃に若|≡|し検討を進

めました。

　山菜鮨は夏も涼しく半Ｈ陰地で湿潤な場所

が栽培適地となるIlilll目が多く。山間地の休耕

田での栽培が有利になるのではと考えたから

です。

●コゴミ省力化栽培実証試験の実施

　そこで､最近人気の山菜であるコゴミに注

目し､かつらぎ田丿志賀地区において平成17年

から３年間r休耕田を活用したコゴミ省力化

栽培実証試験』を実施しました｡この研究は伊

都振興局林務課と志賀地区の農林家16戸の|烏

力のもと地域との共同研究として実施しました。

　実証試験の結果、①休耕田でも充分に栽培

できる。②耕耘や畝立て、施肥をしない省力

的な栽培方法でもある程度の収穫が見込める。

③子株の繁殖力か旺盛で、ラ

ンナーによる育苗も容易。④

病害虫にも強く、無農薬でも

栽培可能であることなどが解

コゴミ栽培試験地りました。

Ｉ
Ｉ

・なぜ、山菜なのか？大根の方が良いのでは？

　山菜麺の栽培研究を進める中で「なぜ、休

耕田でわざわざ山菜を栽培する

のか？大根の方か良いのでは?」

という疑問の声を聞くことかあ

りました。そこで、改めて休耕

田では山菜栽培が有利となるポ

イントを以下のとおり整理しま

収●lのｺｺﾞﾐした。

①日当たりが悪く、湿i閥で野菜には不利な休

　朗田が栽培適地となる山菜が多い。

②耕耘や畝立て、施肥、水やりなどの手間を

　掛けなくても栽培できる山菜が多い。

③一度植えれば、数年間は継続して収穫でき

　る。（多年草の山菜が多く、毎年の櫨梼え作

　業が不要なため連作障害もない｡）

④繁殖力が旺盛で、自然増殖する山菜が多い。

⑤痢害虫にも強く、無農薬栽培が可能である。

⑤収種物が軽く、高齢者でも軽作業である。

・今後．栽培が期待される山猿

　現在．研究を進めている品目は、コゴミの

他にイタド1』、モミジガサ、マタタピ．タラ

イタドリ

ノキがあります。また、フキ、

ウルイなどの有望品目か多数あ

り、これらは平成１８年に発刊

された『木の国森の資源の活

かし方』に生産の手引きとして

まとめられています。

・是非、山菜栽培に挑戦して下さい！

　山菜は、自然食・健康食志向の高まりの中、

今後益々需要が期待できます。しかし､野菜

に比べ､栽培事例があまりにも少ないため､生

産者からの感想やフィードバックか得られず、

課題が見えにくい状況がありますか､多くの

生産者に栽培してもらえるような技術の確収

へ向けて研究を推進したいと考えています。

　是非、休耕田での山菜栽培に挑戦して頂き、

山村地域の新たな特産品とする目標を共有し

てがんばりましよう。（特川林産部坂口）
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○第59回日本森林学会関西支部

研究発表会

　平成20年10月18日（土）に日本森林学会

関西支部研究発表会が高知市の高知大学（朝

倉キャンパス）で開催されました。本試

験場からは4名の研究員が以下の演題で発

表しました。

○休耕田を活用したコゴミ（クサソテツ）

　省力化栽培実証試験　【坂口和昭】

○コシアブラの栽培化に向けた和歌山県

　内の生育環境　　　【城戸杉生】

○萌芽更新したウバメガシの下刈り、芽

　かき処理の効果　　【中森由美子】

○和歌山県で発生したヒノキきぞめたけ

　病について　　　　【法眼利幸】

○第48回治山研究発表会

　平成20年9月24日(水)～25日(木)に治

山研究発大会が東京都の国立オリンピッ

ク記念青少年総合センターで開催されま

した。本試験場からは研究員が以下の演

題で発表しました。

○紀州材(和歌山県産スギ)を使用した木

　製落石防護桐の実証試験【井戸聖富】

一 ６－

吸畦吸収９萱瓢
瀕尨胞趨岡極祭温腫

○平成20年11月２Ｈ(日)～3日(荊の2日間、

和歌山市の和歌山マリーナシティにおいて

　「第3回紀州材・家づくりフェア｣が和

敞山県の森林整備の促進・木造住宅の振興

を図ることを目的として、紀州材・家づく

りフェア推進|鳥議会主催で開催されました。

本試験場からは、木材強度・木材乾燥・バ

イオマス等に関するパネルや乾燥方法の異

なる木材を展示し木材に関する取り組みを

紹介しました。

○平成20年11月６目（木）～9日（日）の4目間、

大阪市のインテックス大阪において「大阪

ウッドテクノロジーフェア2008」が開催

されました。本フェアでは各種木工機械の

展示とともに、木に関する伝統技術・サイ

エンス・テクノロジ一等が紹介されていま

した。本試験場からは、現在取り組んでい

る研究についてのパネルや、戦略的研究開

発プラン事業で開発した「木製落石防護櫓」

の現物を展示紹介しました。　（井戸）
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　紀州材の利用･製品化
に関する技術者脅威事業
　標記事業は国立和歌山工業高等専門学

校（以ド高専）が主催し、申小企業の若

手技師育成を目的として実施しています。

今回、本試験場は木材の耐久性に関する

部分を担当することとなり、平成20年10

月４日（土）御坊市の高専で講義・実習を行

いました。

　実習では木材の劣化状況を専用機器等

を用いて調査し。その結果を基に木材の

劣化について考察しました。今後ともこ

　　｜　;･｡●・s－ ’‾‾のような活動

を通じて、木

材についての

知識を広めて

いきたいと考

えています。

　　　(井戸)

森林病害虫等防除対策
　　研修会を開催

　森林病害虫等の被害状況と防除対策に

関する研修会が平成20年10月７目に本試

験場で開催され、県・市町剖担当職員等

27名の参加がありました。

　研修会では｢マツノマダラカミキリの生

態及び松くい虫被害の見分け方｣や｢カシ

ノナガキクイムシ｣｢スギザイノタマバエ｣｢コ

ウヤマキのチャアナタケモドキ｣の被害対

策について報

告し、見識を

深めるととも

に白浜町中大

浜のマツ林に

て現地研修を

行いました。

　　　(法眼)
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　林業研究グループ
山菜栽培講習会を開催

　平成２０

年8月25日

に橋本市の

林業研究グ

ループが訪

れ、特用林

産物の研究

状況を説明するとともに山菜類の栽培講習

会を間催しました。休耕円等を活用したコ

ゴミやイタドリ、モミジガサ、タラノキ、

マタタピなどの栽培方法について講習した

ところ、早速、グループで栽培を始めたい

とのことでした。

　山菜類は山間地の遊休地や野菜栽培には

不利な休耕田でも充分栽培できることから、

今後も栽培を推奨していきたいと考えてい

ます。　　　　　　　　　（坂口）

紀の国ふれあいバス
　　80名が来場

　今年も恒

例のr紀の

lilふれあい

バス」が試

験場を訪

れ、試験研

究の状況や

樹木|刺を視察頂きました。９月10日と12

月５目の2回の来訪では、延べ80名の参加

がありました。

　各研究員から説明を受けた参加者は大変

興味を持って頂いたようで、樹木図では吉

宗ゆかりの｢楓の木｣の紅葉や栃の実を拾い、

記念として持ち帰って頂きました。また是

非、御来場下さい。　　　　(坂口)
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　職業体験のため、近くにある県立熊野高

等学校から１１月に２名、12月に１名が来

場し、各研究の仕事を体験しました。

　　　　　成果発表会のお知らせ

20　　　　　　果発表会

平成21年２月20日（金）

　　13時～16時30分

上富田文化会館　２階小ホール

定員:100名〔参加無料〕

多数の俯摺のご出席をお願いします。

［講演］

○これからの里山の保全と活用

　～里山を健康に保つために～（仮称）

森林総合研究所関西支所黒田慶子氏

[研究員による発表]

○ヒノキきぞめだけ病等による根株腐朽披

　害調査(法眼主査研究員)

○間伐強度の違いによる土壌保全機能の評

　価と林内植生変化(中森研究員)

○木裂落石防護桓の開発

　(井戸主査研究員)

○心持ち柱材の天然乾燥に有効なスリット

　加工処理の検討(岸本研究員)

○休耕田を活用したコゴミ(クサソテツ)省

　力化栽培実証試験

　(坂口主査研究員)

＜内容づ回番等は変わることがあります＞

編集･発行和歌山県農林水産総合技術センター

　　　　　　林業試験場

　　　一良一良.轟.轟_＆林業試験場だより

　　　　　　　　　　　　　　　　ー

｢森林・林業おもしろ講座｣

　　が開催されました

　平成20年10月25日（土）、和歌山県林

業試験場の水上試験林（中辺路町水上）で、

林業体験等を通じて、森林をつくる樹木

やキノコなどについて楽しく学べる講座

を間催しました。

　内容①木を知ろう、学ぼう

　　　　②間伐体験

(出産･育児休暇)

　平成20年10月１日～平成23年３月31日

　　杉本小夜(特用林産部)

10月１日付任期付採用

　哨田さつき(特用林産部)

　｢森の申のさまざまな恵みを掘り出してい

く特用林産部｡周りのみなさんの声を聞き

ながら､たくさんの試験をしていきたいと

思います｡j(仙田)

〒649-2103和歌山県西牟婁郡上富田町生馬1504-1

TFL O739-47-2468 FAX O739一一47-41 16

Hphllﾛ:yiww,a｢11.｡lkayamJg,jﾛ/p�l/0701C9/gaiyal/㈲6/前6.htl

鯛69号平威21年１月・朽j&轟_&_＆J_
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